（様式２）

フィージビリティ・スタディで実施すべき研究開発課題の提案（内容）
１．提案者情報

　【提案者】

所属：

氏名：

e-mail:

電話番号：

住所：
（共同提案者がいる場合は所属、氏名を以下にご記入下さい。）

２．課題名

３．科学技術および産業、社会応用上の意義と目的
（１）科学技術上の意義、目的

（科学技術上どのようなことが問題となっており、本研究開発によりそれを解決することにより何が可能となるか等を記してください。）
（２）産業、社会応用上の目的、意義
（本研究開発により、どのような産業、社会応用上の道が開けるか等を記してください。）
４．研究開発の内容と計画
（解決すべき課題とそれに対してどのような方法でアプローチするか、２００８年度～２０１２年度の計画が分かるように記述してください。）
５．関連分野の研究開発動向と当該研究課題の独創性、優位性
（海外および国内で主にどのような取り組みが行われていて、それに対し本提案はどのような点で際立っているか等の独創性、優位性を記してください。）

６．期待される成果
（プロジェクトが完了する２０１２年度末時点で達成する成果についてできるだけ具体的に記述してください。）
（１）次世代スーパコンピュータで稼働するソフトウェア
①ソフトウェアの内容を示す名称（タイトル）
　　
　　②主な機能と特徴

（２）（１）のソフトウェアを活用した成果
　（そのソフトウェアを次世代スーパーコンピュータ上で実行することにより、

何が明らかになるか、何が達成できるか等、科学技術、産業・社会応用上の成果を記してください。）
７．研究開発を実施する場合に必要なリソース
　（研究開発課題を実施する上で必要となると思われる予算と人員について概算を記入してください。）

　予算：年間　　　　　百万円　（５年間　計　　　　　百万円)

　人員：　　　　名

８．本プロジェクトで実施する意義
（１）スーパーコンピュータの活用という観点からの意義
（研究開発課題を実施するにあたり、いかに次世代スーパーコンピュータの計算能力を必要としているかを記述してください。）
（２）既存チームとの関連・連携、期待される相乗効果
（既存のチームとの連携の可能性と期待される相乗効果などがあれば記述してください。）
